
古紙パルプを作ります

再生紙を作ります

古 紙
パルプ

フレッシュ
パルプ

古紙パルプ製造能力と
生産量を確認❷❶ 受け入れた古紙の

種類と量を確認

❹ できあがった再生紙の
配合率を確認

❺ 製品ラベルで配合率を確認❸パルプ配合率を確認

入荷した古紙の種類
や量等を記録した
“受け入れ台帳”を
確認できます。

古紙パルプの製造工程では、
“工場の古紙パルプ製造能力”と
“実際に生産した古紙パルプの量”
を確認できます。

抄紙工程でも、“古紙パルプ配合率を記録
した日誌”を確認できます。この記録を工場
の品質管理部門に送り、パルプ配合率が
指定通りになっているかを二重に確認します。

古紙パルプ、フレッシュパルプそれぞれ
の濃度と流量は、設定値に合わせて自動
制御されます。計測器の測定値はグラフ
にして保存し、“古紙パルプ配合率を
記録した日誌”と共に確認できます。

古紙パルプ配合率の最低
保証値を表示したラベル
を製品に貼付します。
ラベルの製品番号から
製造履歴（❶～❹）を追跡
できます。

古紙を溶解します

〈抄紙機〉

重さの違いでステイプラ−
等のごみを取ります

大きさの違いでごみを
取ります（詳細は裏面☆1）

漂白した後、すすぎ
洗いし、脱水します

洗剤の泡でインキを浮かし
取ります（詳細は裏面☆2）

当社グループの古紙利用
量は年間500万トン超

1トン単位で束ねた古紙
をコンベアに乗せます

古紙パルプと
フレッシュパルプを
混ぜます

1% 程度に薄めたパルプを
網の上に均一に流します

自動運転で液状のパルプ
が均一な紙になります

親巻取1本毎に紙質を
測り日誌に記録します

印刷機の幅に合わせ、親巻取
を断裁します（詳細は裏面☆3）

製品巻取を自動で包装
します（写真は耳折り機）

〈古紙置き場〉
（重量異物）

（ごみ）

（古紙の繊維）
（古紙の繊維）

（古紙の繊維）

（古紙の繊維）

❶ 工場で使っている古紙の種類と量の記録 （古紙置き場）
❷ 古紙パルプの製造能力と実際に生産した量の記録 （古紙パルプ製造現場）
❸ 配合したパルプの種類と量の記録 （抄紙原料調合現場）
❹ ロット（親巻取）の古紙パルプ配合率の記録 （抄紙現場）
❺ 製品の古紙パルプ配合率の最低保証値をラベルに表示 （製品に添付）

古紙パルプ配合率の証拠となる記録 5 項目 

白色度やちりの量を確
認し、川上工程の条件を
調整します。

古紙パルプの完成

製品番号と古紙パルプ
配合率を表示したラベル
を貼って完成です。

再生紙の完成

製品分析では測定できない古紙パルプ配合率を確認できるのは製造現場の記録だけです。工場では、下図の①～⑤の記録を
保存し、適正な古紙パルプ配合率で製造したことを製造部門と品質管理部門が二重で管理しています。さらに、これらの記録
は、社内に設置した古紙配合率監査委員会の内部監査のほか、希望される製品販売者の皆様にも確認いただいております。

古紙が再生紙に甦るには様々な作業が必要です。まず、古紙から古紙パルプを作ります。古紙は水を加えてかき混ぜるだけで
パルプに戻りますが、インキやゴミで汚れているので、これらを取り除いて古紙パルプができあがります。次に、古紙パルプと
フレッシュパルプを決められた割合で混ぜ、抄紙機で抄き、さらに印刷機の大きさに断裁して包装し、製品ラベルを貼って
再生紙の完成です。

古紙パルプ配合率を正しく管理し、表示しています  ～適正な表示の再生紙を製造するための王子製紙グループの取組み～


